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ABSTRAK 

Muhamad Royhan Enanada Azzahra. 2026. Analisis Penggunaan Onomatope 

dalam Manga Tokyo Revengers volume 12 Karya Wakui Ken. Skripsi. Program 

Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri 

Jakarta. 

 

Penelitian ini membahas penggunaan onomatope pada manga Tokyo Revengers 

volume 12. Penelitian ini bertujuan untuk mengidentifikasi jenis dan makna 

onomatope serta kontribusi visualnya dalam pembentukan suasana. Metode yang 

digunakan adalah kualitatif deskriptif dengan teknik pengumpulan data simak catat. 

Data diklasifikasikan jenisnya berdasarkan teori Kindaichi (1978) lalu 

menggunakan pendekatan Saussure (1916) untuk mendapatkan makna dari 

onomatope tersebut, dan terakhir dianalisis visualnya menggunakan pendekatan 

multimodal Kress & van Leuween (2006). Data yang dihasilkan sebanyak 74 data 

onomatope yang terdiri dari 49 giongo, 5 giseigo, 20 gitaigo, 0 giyougo dan 0 

gijougo yang divisualisasikan melalui variasi bentuk huruf, ukuran, dan 

penempatan dalam panel. Visualisasi onomatope tersebut berkontribusi dalam 

memperkuat suasana, intensitas emosi, dinamika aksi, serta makna naratif. Dengan 

demikian, onomatope dalam manga tidak hanya berfungsi sebagai representasi 

bunyi, tetapi juga sebagai tanda visual yang memperdalam makna cerita dan 

membentuk suasana pada manga. 

 

Kata Kunci: Manga, Tokyo Revengers, Onomatope, Semiotika, Multimodal. 
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ABSTRACT 

 

Muhamad Royhan Enanada Azzahra. 2026. Analysis of the Use of 

Onomatopoeia in Tokyo Revengers Manga Volume 12 by Wakui Ken. Thesis. 

Japanese Language Education Department. Faculty of Language and Arts. 

Univesitas Negeri Jakarta. 

 

This study analyzes the use of onomatopoeia in Tokyo Revengers manga volume 

12 by Wakui Ken. The purpose of this research is to identify the types and meanings 

of onomatopoeia and to explain their visual contribution in building atmosphere. 

This research uses a descriptive qualitative method with a note-taking technique for 

data collection. The data are classified based on Kindaichi’s theory (1978), then 

analyzed using Saussure’s semiotic approach (1916) to interpret the meanings of 

the onomatopoeia, and finally examined from a visual perspective using Kress and 

van Leeuwen’s multimodal approach (2006). The results show 74 onomatopoeia 

data, consisting of 49 giongo, 5 giseigo, 20 gitaigo, 0 giyougo and 0 gijougo. These 

onomatopoeia are visually presented through variations in font shape, size, and 

placement within the panels. The visual use of onomatopoeia contributes to 

strengthening atmosphere, emotional intensity, action dynamics, and narrative 

meaning. Therefore, onomatopoeia in manga functions not only as a representation 

of sound, but also as a visual sign that deepens the story’s meaning and helps create 

the overall atmosphere of the manga. 

 

Keywords: Manga, Tokyo Revengers, Onomatopoeia, Semiotics, Multimodality. 
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和久井健『東京リベンジャーズ』第 12 巻における 

オノマトペの使用に関する分析 

  

ジャカルタ国立大学 

Muhamad Royhan Enanda Azzahra 
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概要 

A. 背景 

日本語には多くの特徴的な語彙があり、その一つにオノマトペがあ

る。オノマトペは、自然の音や生き物の声をまねする語であるだけ

でなく、状態、動き、心理的な状況を表すためにも用いられる語彙

である。Sekiguchi（2014）は、日本語のオノマトペは音を直接表

す場合だけでなく、状態や感情を間接的に表す機能も持っていると

説明している。このことから、オノマトペは単なる音の模倣ではな

く、意味的・表現的な機能を持つ言語単位であるといえる。 

マンガにおいては、オノマトペの使用が特に多く見られる。マンガ

は、絵やせりふによって物語を伝える視覚的な物語メディアであり、

そこではオノマトペが重要な役割を果たしている。マンガにおける

オノマトペは、読む言語要素であると同時に、見る視覚要素として

も機能する。文字の形や大きさ、書き方の方向、コマ内での配置は、

作者が場面の意味を強調するために用いる視覚的な工夫である。 

このように、オノマトペが視覚要素と結びついて使用されることに

より、マンガはマルチモーダルなメディアとなる。Kress と van 

Leeuwen（2006）は、マルチモーダルなテキストにおいては、意味
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は言語や視覚など複数のモードの相互作用によって構成されると述

べている。そのため、マンガの意味は、せりふや文章だけでなく、

絵やオノマトペなどの視覚的要素との関係から理解する必要がある。 

日本語学の分野では、これまでオノマトペに関する研究が数多く行

われてきたが、その多くは分類や語彙的意味の分析に焦点を当てた

ものである。オノマトペを視覚的な記号として捉え、意味と形の関

係を分析した研究は、特にマンガを対象とした場合、まだ十分とは

いえない。 

関連する先行研究として、Hasanah（2024）は、Io Sakisaka の

『ストロボ・エッジ』を対象に、オノマトペの分類と意味を物語の

文脈の中で分析している。この研究では、オノマトペの意味が文脈

や場面によって変化することが示された。しかし、オノマトペの視

覚的な形がどのように意味形成に関わるかについては、詳細な分析

は行われていない。 

和久井健によるマンガ『東京リベンジャーズ』は、激しい衝突や感

情表現を多く含む作品である。この作品では、オノマトペが音や動

きを表すだけでなく、緊張感や感情の強さを表すために多く使用さ

れている。そのため、『東京リベンジャーズ』は、オノマトペを言

語的要素と視覚的要素の両面から分析するのに適した対象である。 
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以上の背景から、本研究では、『東京リベンジャーズ』第 12 巻を

対象に、オノマトペの使用を分析し、語彙的意味と視覚的機能がど

のように場面の雰囲気を形成しているかを明らかにする。 

B. 問題提供 

以上の背景に基づき、本研究では『東京リベンジャーズ』第 12 巻

におけるオノマトペの使用について、次の三つの研究問題を設定す

る。 

1. マンガ『東京リベンジャーズ』第 12 巻では、どのような種

類のオノマトペが使用されているか。 

2. マンガ『東京リベンジャーズ』第 12 巻におけるオノマトペ

の語彙的意味はどのようなものか。 

3. マンガ『東京リベンジャーズ』において、オノマトペの視覚

的な形は、どのように場面の雰囲気の形成に関わっているか。 

C. 解決 

本研究では、記述的質的研究の方法を用いた。データは、マンガ

『東京リベンジャーズ』第 12 巻を対象に、オノマトペを観察し、

記録する方法によって収集した。収集されたオノマトペの総数は74

例である。 

収集したデータは、擬音語、擬声語、擬態語、擬容語、擬情語の五

種類に分類した。その結果、擬音語、擬声語、擬態語が確認され、
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擬容語および擬情語は確認されなかった。分類結果から、擬音語が

最も多く使用されており、次いで擬態語、擬声語の順であった。 

 

表 1 オノマトペの種類と出現頻度 

オノマトペの種類 合計 

自然音や物理的な音を表すオノマトペ (擬音語)  49 

生き物の声をまねたオノマトペ (擬声語)  5 

状態や感情を表すオノマトペ (擬態語)  20 

心理的状態や感情を表すオノマトペ（擬情語） 0 

生き物の動作や振る舞いを表すオノマトペ（擬容語） 0 

 

表 1 に示すように、本研究で確認されたオノマトペの多くは擬音

語であり、物理的な衝突音や動作音を表す表現が頻繁に使用されて

いることが分かる。一方、擬態語は登場人物の状態や感情を表すた

めに用いられ、擬声語は数は少ないものの、感情表現を強調する場

面で重要な役割を果たしている。 

オノマトペの語彙的意味については、日本語辞書を用いて基本的

な意味を確認した後、マンガのコマの文脈に基づいて再度分析を行

った。これにより、辞書的な意味と、実際の場面において表される

意味との関係を明らかにした。 
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分析には、Saussure（1916）の記号論を用い、オノマトペを能記

（形）として、その意味を所記として捉えた。能記と所記の関係は、

オノマトペが配置されている視覚的文脈を考慮しながら分析した。 

さらに、Kress と van Leeuwen（2006）のマルチモーダル理論を

用い、オノマトペの文字の大きさ、書体、配置が、人物の動きや背

景、コマ構成とどのように関係しているかを分析した。その結果、

オノマトペの視覚的な形が、場面の雰囲気や感情の強さ、緊張感を

形成する重要な要素であることが明らかになった。 

D. 結論 

本研究の結論は、次のとおりである。 

1. 『東京リベンジャーズ』第 12 巻では、複数の種類のオノマ

トペが使用されており、特に擬音語が最も多く見られた。 

2. オノマトペの語彙的意味は、辞書的な意味に限らず、視覚的

文脈によって変化する場合が多い。 

3. オノマトペの文字の大きさ、書体、配置は、場面の雰囲気や

感情の強さ、緊張感を形成する重要な要素である。 

4. 能記と所記の関係に基づく分析から、オノマトペの意味は、

言語的な形と視覚的な文脈の関係によって構築されているこ

とが分かった。 

5. 以上のことから、マンガは言語要素と視覚要素が組み合わさ

ったマルチモーダルなメディアであるといえる。 
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